
令和８年度 第１回 豊田市石野地域会議 会議録 

開催日時 令和８年４月２８日（火） 
開会 閉会 

午後７時 午後８時２０分 

会  場 石野交流館１階 大会議室 

出 席 者 

地域会議委員：１４人 

会長：梅村 清春  副会長：大岩 芳伸 

委員：生田 源彦   河原 信昭   清水 克彦   清水 重春 

   清水 剛    竹田 祐司   手嶋 直人   中川 広恵 

  中根 学    丹羽 昭仁   藤村 輝夫   松井 美佑 

欠 席 者 １名（河原 信昭）  

傍 聴 者 なし 

事 務 局 猿投支所：小澤支所長、天野副支所長、前田主査、宮石担当長 

内 容 1  豊田市民の誓い 

2  委嘱状交付 

3  市長講話（動画） 

4  支所長あいさつ（担当職員の紹介） 

5  地域会議委員 自己紹介 

6   地域会議会長・副会長（代表者会議委員）の選任 

7   会長、副会長あいさつ 

8  地域自治システムと地域会議の役割について 

9  令和７年度石野地域会議の活動報告について 

10  地域会議年間スケジュールについて 

11  令和８年度の地域課題解決事業について 

12  令和８年度のわくわく事業採択事業について 

13  その他 

 

■議事（要約） 

2 委嘱状交付 

6  地域会議会長・副会長（代表者会議委員）の選任 

会長：梅村 清春、副会長：大岩 芳伸を互選により選任。代表者会議委員について

も、会長、副会長が兼任することを承認。 

 

８ 地域自治システムと地域会議の役割 

資料２頁から１４頁までを事務局から説明 

 

９ 令和７年度石野地域会議の活動報告について 

資料１５頁から１６頁までを事務局から説明 

 



10 地域会議年間スケジュール 

資料１７頁により事務局から説明 

 

11  令和８年度の地域課題解決事業について 

   資料１８から１９頁までを事務局から説明 

（質御応答） 

   委員：今年度の事業計画について、現地見学は予定されているか？計画を立てるにし

ても現地を確認しておきたい。 

   ⇒必要に応じて見学の機会を設けても良いが、既に提言をいただいて計画している事

業なので、計画を改めて作るための見学は考えていない。 

   委員：事業が進んだ先のビジョンはできているのか？ 

   ⇒進捗に合わせて今後作成する。 

   委員：昨年度取り組んだビジョンらしきものは、地域に説明されるのか？ある程度事

業の進む先が形になって見えるとどのような方向で進むのかわかりやすくなる。 

   →会長：最終的には、旧西中金駅と旧三河広瀬駅を結んで歩けるようにすることを目

指したい。そのためにトンネルの安全を確認する検査を今年度行う予定。また下室

の寸断されている部分は、山を越えるルートを開拓する必要がある。そのようなビ

ジョンを昨年度協議した。また、旧三河広瀬駅から矢作川の鉄橋までの整備もある。 

   委員：旧三河広瀬駅周辺では、廃線直後から地域の３団体が活動している。駅と駅を

つなぐルートの整備活動も、６～７年目に入る。沿線の景観などの地域資源を整備

し、廃線敷を生活の道にして、高齢者も歩けるようにしたい。 

    広瀬トンネルは 240ⅿと長く、安全上歩行が難しいと思うので、山の中を抜けるル

ートを探している。旧三河広瀬駅の周囲は秋の紅葉の時期には、SNS 発信の名所

となり、訪れる人も多い。 

   委員：東広瀬小学校にも関わっているので、子どもの視点で話す。「わくわくする世

界一楽しいふるさと」というのは、だれにとってなのか？その対象は誰なのか？「小

学生」など具体的に的を絞って考えた方がよいのではないかと思う。廃線路などは

通学路にするなど、整備した地域資源を子どもたちに見せて、石野は良い地域だと

いうことを示したい。 

   →会長：郷土愛を育む良いふるさとづくりにつながる。そのようなことも念頭に協議

していきたい。 

   委員：線路の所有者は誰か？ 

   ⇒豊田市 

   委員：国道 153 号線の歩道が途切れているところがある。歩行者等の安全を危惧し

ている。このようなことは協議対象にならないか？ 

   →会長：市に対して中学校や自治区から整備要望を出している。要望をしたからすぐ

に整備されるとは限らないが、そちらの方からの働き掛けをしてもらう。 

   委員：廃線敷の整備の話は近年一気に進んだ印象がある。事業を進めるうえでネック



になっていることがあれば、今年度の協議の議題にしてはどうか？ 

   →会長：廃線敷については地域課題解決事業で取り組んでいるので、今年度からは新

たな提言をしていきたい。昨年度もテーマを絞ってきたので、第２回の会議からは

高齢化に対応することを課題として取り組みたい。石野に住むみんなが気持ちよく

過ごせるようになるための協議をしたい。 

 

12 令和８年度のわくわく事業採択事業について 

  １４事業の採択事業を報告するとともに、（別紙）石野地域会議だより６月号（案）

を確認  

→結論：意見なし。地域会議だより承認 

 

 13 その他 

【情報共有】 

委員：必要に応じて通知はどのように行われるのか？連絡手段として地域会議のグル

ープ LINE など作るのか？ 

⇒事務局からの通知は文書で行う。会議資料は１週間ほど前に郵送予定。グループ

LINE などは作らない。 

  【事務連絡】 

   （次回の予定）  

    日 時：令和８年５月 26 日（火）午後７時から 

場 所：石野交流館 １階 大会議室 

     


